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外部講演

　　※ 医師やスタッフの肩書き／氏名は掲載時点でのものであり、 現在は変更している可能性があります。　※ 筆頭発表者・執筆者のみ表記しています。

※ DR：医師　PT：理学療法士　OT：作業療法士　ST：言語聴覚士　RM：リハビリマネージャー　NS：看護師　CW：介護福祉士　CP：公認心理師　RD：管理栄養士

職員のメディア掲載 ・学会発表情報です。
（2022年 11月～2023年 4月）

松本 敦仁（DR）

Stroke Care Network Meeting
各病院における脳卒中患者への対応と抗てんかん薬の選択

2022.11.22

岡本 隆嗣（DR・病院長） / 

渡邊 匠（PT・副主任） / 上森 奨悟（OT・副主任）

近森リハビリテーション病院　勉強会
痙縮に対する拡散型体外衝撃波の臨床応用について

2023.3.15

岡本 隆嗣（DR・病院長）

2022年度　回復期リハビリテーション病棟　専従医師研修会
【アドバンスコース】
回復期のリハビリテーション診療における痙縮治療

2022.12.4

岡本 隆嗣（DR・病院長）

令和４年度 第２回 広島大学大学院 医系科学研究科
先駆的リハビリテーション実践支援センター FD 研修会
当院における先駆的リハビリテーションの取り組み

2023.1.20

岡本 隆嗣（DR・病院長）

拡散型ショックウェーブを用いた痙縮抑制の最前線
～第 3 回 症例報告編～

痙縮に対する拡散型体外衝撃波の臨床応用について

2023.2.10

渡邊 匠（PT・副主任）

拡散型体外衝撃波による痙縮治療の効果～回復期での使用例～

上森 奨悟（OT・副主任）

拡散型体外衝撃波による痙縮治療の効果～生活期での使用例～

令和4 年度 第６回　生活期のリハビリテーション医療にかかわる
医師のための研修会（初級）
地域における医師の診療と多職種協働

2023.1.22

第９回 歩行リハビリテーション研修会
特別シンポジウム（第一部）これまでの歩行アシストとの関わり
と今後の期待 当院における歩行アシストを活用した歩行リハビ
リテーションの取り組み

2023.2.5

渡邉 光子（ST・主任）

介護予防教室（広島市五日市地域包括支援センター）
予防が大切！誤嚥性肺炎

2023.2.9

岡本 隆嗣（DR・病院長）

岡本 隆嗣（DR・病院長）

専門雑誌・書籍

特集 重症患者受け入れ 1 割増の余波―現場から Part1 ポイント
解説 回リハ病棟 重症度引き上げの背景と影響

回復期リハビリテーション病棟協会機関誌 2022 年 10 月号 第 21 巻
第 3 号（通巻 82 号）pp.10-12

2022.11.2

特集 持ち寄れ！成功事例～ふりかえればこれがター
ニングポイントだった～ 9 「参加」「個人因子」のプ
ラス情報から「やる気」を引き出した事例

p.37-39

特集 座談会：ベテランナースたちが思いを語る「や
ろうとしない」患者さんにどう寄り添うか？

p.47-54

福江 亮（PT・RM）
回復期リハビリテーション病棟における活動性向上のための工夫
理学療法ジャーナル第56巻 第 11 号別冊 pp.1290-12982022.11.15

岡 光孝（OT・地域支援 RM）

岡 光孝（OT・地域支援 RM）

影山 典子（RD・栄養課課長）

特集 回復期リハビリテーション医療最前線―エビデンスと未来展
望自立支援につなげる入退院支援とソーシャルワーカーの役割ー

JOURNAL OF CLINICAL REHABILITATION 臨時増刊 第 31 巻 13 号
（通巻 376 号）pp.1347-1355

2022.11.25

特集 検証 2022 年度診療報酬改定 
回復期医療に及ぼした影響と評価

病院　第81巻 第12号 pp.1078-10832022.12.1

沖田 啓子（ST・リハビリ部顧問・一般社団法人広島県言語聴覚士会・
広島国際大学総合リハビリテーション学部リハビリテーション学科）

リハビリナース 第15 巻6号（通巻 104 号） 2022.11.10

2022.11.10

三島 美紀（NS・主任）

特集 言語障害のリハビリテーション
失語症の評価と回復期リハビリテーション

総合リハビリテーション第50巻 第11号 pp.1293-1299

岡本 隆嗣（DR・病院長）

岡本 隆嗣（DR・病院長）

栄養科学イラストレイテッド 臨床栄養学実習 実践に役立つ技術と工夫
pp.159-162 ・p.188

2022.12.15

2022.12.15

岡 光孝（OT・地域支援 RM）

吉野 高博（事務・統括本部長）

漆谷 直樹（OT・RM） 

岡本 隆嗣（DR・病院長）

特集／脳血管障害の片麻痺患者へのリハビリテーション治療
マニュアル 回復期以降の機能評価と ADL 評価

小原 和久（薬剤師・薬剤科科長）

杉本 真理子（NS・副院長・看護介護部部長）

リハビリナース vol.16 No.01 2023  pp.12-192023.1.10

GO!GO! 通所リハ　短時間通所リハの工夫（西広島リハビリテー
ション病院 西リハ短時間通所リハビリテーション）

月間 DAY Vol.280 280 巻 pp.24-272023.3.5

患者と評価と看護がみえる　看護記録の書きかた超実践！
「回復期リハ病棟における看護記録の意義と目的」

リハビリナース vol.16 No.02 2023  pp.6-132023.3.10

(1) 医療法人社団朋和会 西広島リハビリテーション病院の
院長ブログ

レバウェル看護看護部・院長ブログ紹介 vol.232023.3.14

岡本 隆嗣（DR・病院長）

特集 リハビリテーション医療における機能評価と質管理の実践
病院機能評価（回復期リハビリテーション病院／病棟）実際例

JOURNAL OF CLINICAL REHABILITATION（臨床リハ）第32巻
第4号（通巻381号）・2023年 4 月号 pp.346-354

2023.4.15

特集　回復期リハ病棟でよく使われるお薬
「回復期リハ病棟のお薬便覧」

クモ膜下出血術後の痙縮に対する拡散型体外衝撃波の効果
- シングルケースによる検討 -

第 52 回中国四国リハビリテーション医学研究会2022.7.10

渡邊 匠（PT・副主任）

「痙縮に対する拡散型体外衝撃波の即時効果・持続効果の検討」
第６回　日本リハビリテーション医学会秋季学術集会2022.11.4

渡邊 匠（PT・副主任）

岡本 隆嗣（DR・病院長）

GSK Spasticity Web Conference
～患者満足度の最大化を目指したボツリヌス治療～

ボツリヌス療法における適正用量の考え方

2023.3.16

渡邊 匠（PT・副主任） 

第１回日本物理療法合同学術大会2023.2.18
　　　　-19

回復期リハビリテーション病棟協会 第 41 回研究大会 in 岡山2023.2.24
　　　　-25 中嶋 春菜（NS） 内服自己管理訓練の見直し

藤原 花奈（ST） 

吉村 果純（OT） 

学会発表

運動性失語症者に対し刺激法を用いた訓練が有効であった一症例
新井 悠希（ST）  / 代読：重川 由香（ST・副主任） 

岡本 隆嗣（DR・病院長）

回復期リハビリテーション病棟協会 第41 回研究大会 in 岡山2023.2.24
　　　　-25 シンポジウム 4　リハビリテーション専門病院の回復期リハビリテー

ション病棟に求められる機能 / 役割とは

注意障害に応じた動作指導、上肢の筋緊張に対してボツリヌス療
法を行った結果　更衣動作自立及び動作の質向上に繋がった症例

脳卒中片麻痺下肢への拡散型体外衝撃波による痙縮抑制効果の持
続期間

SFA(Semantic Feature Analysis) とコミュニケーション訓練
を行い、日常的な意思伝達が向上した失語症例

第 6 章 発展編１ 地域包括ケアシステム 実習課題 １地域の高齢
者に栄養改善を提案する

Monthly Book MEDICAL REHABILITATION No.282 2022.12
脳血管障害の片麻痺患者へのリハビリテーション治療マニュアル
pp.28-35
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当院の広報誌「りはっぴねす」に掲載
しているワンポイントアドバイスを 
1 つの冊子にまとめました。 生き生き
と暮らすためのヒントにしていただき
たいという各専門職の思いが詰まっ
ています。 ワンポイントアドバイス集
の内容は、 当院ホームページの西リハ
情報箱からもご覧いただけますので、 
ぜひご覧になってみてください。

ワンポイントアドバイス集 発行
2023.5

API
 4

MAY
 5

新任医師のご紹介
2023.4.1

この春より赴任しました日域と申します。
これまでは、伊豆で救急医として働いていました。 長い治療期間
の中でも、 患者さんとご家族の不安や喜びに寄り添える、 優し
いリハビリテーション科医を目指したいです。 今後とも宜しく
お願いいたします。

広島大学リハビリテーション科に所属しており、 この 4 月から
西広島リハビリテーション病院に赴任しております。 2 年間の
研修期間が終わり、 リハビリ医として 1 年目でご迷惑をお掛け
する点もあるとは思いますが、 一生懸命頑張りますので、宜しく
お願いいたします！

日域　佳医師
じついき けい

リハビリテーション科

永金　周臣医師
ながかね のりおみ

リハビリテーション科

本館 2階 ・ 西館 2 階病棟

本館 1階 ・ 本館 2 階 ・ 西館 2 階病棟

出身地は？

広島県

読書
カフェ巡り

趣味は？

テニス
料理

趣味は？
出身地は？

岡山県

西リハ情報箱
はこちらから

TOPIC2TOPIC1



WELNET NEWS 8

医療法人社団朋和会　基本理念

医療法人社団朋和会

西広島リハビリテーション病院

〒731-5143　広島市佐伯区三宅 6 丁目 265 番地

TEL：（082）921-3230（代表）

FAX  (082)921-3237　 E-mail  wel@welnet.jp

URL  https://www.welnet.jp/

理事長・病院長：岡本 隆嗣

　 広島中心部より車で約 30 分　 広電楽々園駅より車
で約 10 分　 JR 五日市駅南口よりバスで 15 分

坪井長野

楽々園

五日市
観音中学校

広島工業大学

安芸五日市
郵便局

五日市
南口

楽々園
佐伯区役所

前 広電五日市
JR五日市

水災橋

倉重川 波出石
木舟

西広島バイパス広島市内

廿日
市市

城山南
八幡東橋（東）

坪井長野

楽々園

五日市
観音中学校

広島工業大学

安芸五日市
郵便局

五日市
駅南口

水災橋

倉重川 波出石
木舟

西広島バイパス広島市内

廿日
市市

城山南
八幡東橋（東）

西広島リハビリ
テーション病院

ひら

信じ合い、 明日を拓く
私たちは 「信じ合い、明日を拓く」という言葉を基本理念としております。

「信じ合う」という言葉は、患者さんと職員との信頼関係とともに、職員間の信頼関係をも含んでおります。

理想的なリハビリテーションは、ひとりの患者さんを中心に全スタッフが取り組むチーム医療が原点です。

たしかな信頼関係のもと、全職員が心をひとつにして治療に取り組めばそこには安心感が生まれ、患者さ

んに、より大きなご満足をいただけるものと信じております。

「明日を拓く」という言葉は、現状に満足することなく未来へ向けて挑戦したいという私たちの願いです。

超スピードで進化する医学の流れをしっかりと見つめ、フロンティア ・スピリッツを胸に、どんな困難にも立ち

向かっていきたいという気持ちをこの言葉で表現しました。

「信じ合い、明日を拓く」この言葉をいつも大切に考え、患者さんやご家族の皆さん、受診者の皆さんにご

奉仕し、地域社会の発展に寄与していきたいと心より願っております。
医療法人社団　朋和会

初代理事長　岡本則昭
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当院には、 肺機能検査、 生理検査、 
体成分分析検査の技師が 5 名配属
されています。


